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展示古書籍紹介 46 昭和 61年11月4日~11月29日
大学図書館 2階展示ホール

下 田 歌 子 関係書闘

書簡は、通信手段としてだけでなく、その個人を研究する上で重要な資料となる。
下田歌子は、数多くの書箇及び来信を残しており、その交遊の広さは、行政・教育・
文化関係者の多岐にわたっている。今回は、そのいくつかを選び、紹介する。
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1 下田歌子書箇 （下田歌子関係資料 29 7) 
父（平尾揉蔵）宛 ー通 明治二十一年六月二十日
関西旅行の途次、岩村滞在の為、帰京を(})Iます。

父（平尾蹂蔵）は、幕末に際して岩村藩の朝廷帰順周旋のため奔走したが、慶
応四年 (1868)理由不明のまま「隠居謹慎」を命ぜられた口明治三年神祇官
宜教掛を仰付られ、東京に出るが、明治四年三月神祇官が廃止されると、八月宜
教掛の任を解かれる。全体に不遇の生涯を送った。

2 下田歌子書簡 （下田歌子関係資料 2 7) 
徳富猪一郎宛 一巻 ［明治二十二年］三月十一日
「国民之友」よりの読書歴の問合せに答える。
徳富猪一郎（文久三年～昭和三十二年 (1863~1957)) ジャーナリ

スト。 筆名 徳富蘇峰。徳富慮花の兄。明治十九年 民友社創立。「国民之友」
「国民新聞」等を創刊。

3 下田歌子書簡 （下田歌子関係資料 1 7 2 1 } 
尾崎行雄（東京市長）宛 ー通 ［明治三十七年］二月十九日
日露戦争銃後の将兵遺家族の困窮を婦人団体として援助いたした＜御尽力を乞う。

．＼ 尾崎行雄（安政六年～昭和二十九年 (1859~1954}} 政治家。号は
磐堂。明治十五年立憲改進党の創設に参加、大周団結運動で活躍する。明治三十
三年立憲政友会創設に参加。明治三十六年～大正元年 東京市長を務める。

（
 4 下田歌子書簡 （下田歌子関係資料 883) 

坂寄みつ子宛 ー通 明治三十七年一月十五日
上京勉学の事、家族の賛同を得た上は一層責任を尽くされるよう。

坂寄美都子（明治十六年～昭和五十年 (1883~1975}} 下田先生の
薫陶を受け、実践女学校教諭。清国留学生部舎監を務めた。秋瑾及び洞国留学生
・下田先生の逝去の前後などについて語った「坂寄美都子談話筆記」 （下田歌子
関係資料 3001)は、貴重な資料である。 • 

5 下田歌子書簡 （下田歌子関係資料 188 2) 
成田芳子宛 絵葉書一枚 「明治四十二年］十一月二十九日
（北京粛親王府における芳子に宛てて）蒙古学生その後如何。将来は手を借りず
して、女子教育開発を期待す。御子息様、御成人云々。
明治三十八年、北京の粛親王からの依頼により、後宮の夫人、王女たちの教師

として、実践女学校消国留学生部教師木村芳子を単身赴任させた。木村芳子は、
和育女学堂と名ずけられた学校で日本語をはじめ算数・困画・習字などを教えた。
彼の地で成田安輝と結婚し、一児をもうけたが、明治四十三年急逝した。

6 下田歌子書簡 （下田歌子関係資料 8 9 2) 
蜂須賀笛子宛 料祇紫苑襲 ー通 ［大正七年春］
祖父茂詔の喪に花を贈り、隔りて逢わぬ覚束なさを寄す。
蜂須賀茂詔は、徳島藩主。幕末は公武合体派に属した。新政府樹立に尽力し、侯
爵となる。笛子は、下田先生の薫陶を受け、和歌の添削及び和歌を贈った書簡が
多い。

7 下田歌子書簡 （下田歌子関係資料 3 61 6) 
金子辰子宛 一巻（二通・詠草添削ー通） 明治三十四年
①帝国婦人協会への会費払込みの御礼。付「帝国婦人協会会費領収書」（金五十
円） ②稲垣が北海道で大変お世話になった御礼。辰子の病気の心配。 ③詠草
添削ー通朱筆下田歌子

8 嘉納治五郎書簡 （下田歌子関係資料 204 7) 
下田歌子宛 ー通 明治二十四年七月八日
明九日結納と決定、結婚式の節は御出席乞う。

嘉納治五郎（万延元年～昭和十三年 (1860~1938)) 教育者・柔道
家。明治十五年講道館を設立し、講道館柔道を創始。夫人は下田先生の教え子。

9 井上馨書簡 （下田歌子関係資料 2 0 5 6) 
下田歌子宛 ー通 ［明治二十年代］三月十二日
野村久子と萬里小路氏との縁組について。

井上馨（天保六年～大正四年 (1835~1915)) 政治家。幕末の討幕
運動に参加。第一次伊藤内閣では外相。極端な欧化主義政策をとり、条約改正に
努力したが、明治二十年外国人裁判官の採用などを強く批判されて辞職。その後、
内相・蔵相等を歴任。

10 伊藤博文書簡 （下田歌子関係資料 2071) 
下田歌子宛 ー通 明治二十八年八月二十六日
帰朝を祝し、今夜来臨、裔話拝聴いたしたし。

伊藤博文（天保十二年～明治四十二年 (1841~1909)) 政治家。明
治十八年内閣制度の創設にともない。初代総理大臣・枢密院議長。第一次伊藤内
閣では、井上馨外相を中心として欧化主義政策をとり、条約改正をはかる。明治
四十二年ハルピン駅頭で暗殺。
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11 （下田歌子関係資料
［明治二十四年］十月九日

12 

高崎正風書簡
下田歌子宛ー通・
夕食に招待。

高崎正風（天保七年～大正元年 (1836~1912)) 桂園派歌人。明治
維新後、宮内省出仕。明治二十一年御歌所設置により、所長となる。下田歌子の
和歌の師。下田歌子は畜崎正風らの推挙により、明治五年宮中に出仕した。

佐佐木高行書簡 （下田歌子1l1l係資料
下田歌子宛 ー通 ［明治四十一年］十二月二十三日
明酉年、新聞の初刷りに依頼されしもの、添削乞う。 • ・・

佐佐木高行（天保元年～明治四十三年 (1830~191.0)) 政治家。土
佐藩士。大政奉還運動推進に努力した。雑新後、刑部大輔、参議、司法大輔。岩
倉遣外使節随行後は、左院副議長、枢密顧問官等を歴任。下田歌子の良き理解者
であった。
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物集裏見書箇
下田歌子宛 ー通（印刷物周封）
広文庫刊行について。

物集裏見（弘化四年～昭和三年 (1847~1928)) 国学者。国学を玉
松操・東条琴台（下田歌子の祖父）•平田鉄胤に学ぶ。東京大学で国文学を講じ、
明治十九年教授。 「初学日本文典」 「日本大辞林」 「広文庫」等を編纂。 「広文
庫」は、和漢書•仏書中から五万余項目を抽出し、五十音順に排列し、その出典
を挙げている。大正五年刊行。

（下田歌子関係賣料
大正四年三月二十九日

（下田歌子隣係資料
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清浦奎吾書箇
下田歌子宛ー通大正九年十二月十一日
愛国婦人会の事業改革について助言。

清浦奎吾（嘉永三年～昭和十七年 {1850~1942)) 政治家。号は奎
堂。山県有朋の信任を受け、内務省警保局長、司法次官、第二次山県内閣では司
法大臣を務め、その後、大正十三年一月七日西園寺公望の推薦により、清浦内閣
を成立させたが、五月十日の鎗選挙の結果、六月七日織辞職し、政治の第一線か
ら退いた。下田先生との親交は篤く。岐阜県岩村町の下田歌子顕彰碑の碑面表に
清浦奎吾筆の筆韻、襄面には清浦奎吾の撰文と寿詞が彫られている。
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下田歌子1111係資料の次に付した番号は、請求番号である。
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